
水の中の月

一
七
一
七

水
の
中
の
月

│
│『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
お
け
る
天
台
教
学
の
受
容
に
つ
い
て
│
│

小 

林　

真
由
美

一

九
世
紀
前
半
に
成
立
し
た
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
（
１
）
は
、
平
安
初
期
書
写
の
『
華
厳
文
義
要
決
』
の
裏
書
で
あ
る
。
原
本
を
昭
和
二

十
年
に
戦
災
で
失
い
、
昭
和
十
四
年
刊
行
の
コ
ロ
タ
イ
プ
版
の
複
製
本
の
み
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
395
行
の
文
章
は
漢
字
片
仮
名
交

じ
り
文
で
表
記
さ
れ
、
法
会
の
朗
読
の
た
め
の
原
稿
や
覚
え
書
き
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
（
２
）。
80
前
後
の
章
段
か
ら
な
り
、
比
較
的
ま

と
ま
り
の
あ
る
文
章
も
あ
る
が
、
単
語
の
羅
列
の
よ
う
な
箇
所
も
あ
る
。
作
者
は
不
明
で
、
文
章
の
内
容
や
ヲ
コ
ト
点
か
ら
、
法
相

宗
に
近
い
人
物
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
３
）。

本
文
の
冒
頭
部
分
（
１
〜
26
行
）
は
擦
消
さ
れ
て
い
て
、
料
紙
の
天
地
に
破
損
も
あ
り
、
判
読
困
難
な
部
分
で
あ
る
が
、
田
山
信



一
八
一
八

郎
氏
（
４
）、
中
田
祝
夫
氏
（
５
）、
築
島
裕
氏
（
６
）ら
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
解
読
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
冒
頭
の
章
段
（
１
〜
７
行
）
の
文
意
の
解
釈
と
、

そ
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
水
月
の
比
喩
に
つ
い
て
検
討
を
す
る
。

翻
刻
（
７
）（

行
頭
の
数
字
は
行
数
番
号
。
□
は
判
読
で
き
な
い
文
字
。（　

）
内
は
補
読
さ
れ
た
文
字
。）

１　
□
言
辞

２
（
葵

）
随
日
而
転　

芭
蕉
因
雷
而
増
長　

阿
叔
迦
樹
女
人
摩
触
華
出　

橘
得
（
尸
菓
則
）
滋
（
多
）

３
（
无
）
心
草
木
尚
然　

况
乎
諸
仏
如
来
之
本
願
大
悲
月
現
衆
生
心
想
水
中　

如
虚
谷
之

４
（
響
如
）
鏡
中之
像　

復
如
天
鼓
摩
尼
珠　

但
周
歳
時
星
而
現　

漢
明
帝
之
時代　

夢
而
現

５
（
盲
）
者
不
覲
輪
王
瑶
冠　

不
信
者
不
覲
仏
金
軀　

卞
和
カ
玉
モ
不
シ
テ
ハ

　
　

値
時
ニ
不
寶　

迦
陵
ノ
説法
モ

６
不
器
而
同
瓦
礫
ニ
ハ

　

凍
水
シ
ミ
ツ

　
　

出
シ
所
ニ
ナ
モ

　
　

後
モ
凍
水
ハ
出
ル　

善
根
之
（
手
）
タ
ナ
ス
ヱ

　
　
　

置
ス
ヱ

　

７
□
□
モ
有
テ
モ

　

起
信
心
□
□

読
み
下
し
文

１
□
言
辞

２
（
葵

ハ
）
日
ニ
隨
ヒ
テ
転
ズ
。
芭
蕉
ハ
雷
ニ
因
リ
テ
増
長
ス
。
阿
叔
迦
樹
ハ
女
人
ノ
摩
デ
触
レ
テ
華
出
ヅ
。
橘
ハ
（
尸
ヲ
得

テ
菓
則
チ
）
滋
（
多
シ
）。

３
心
（
无
キ
）
草
木
ス
ラ
尚
シ
然
ナ
リ
。
况
ヤ
、
諸
仏
如
来
ノ
本
願
大
悲
ノ
月
ハ
、
衆
生
ノ
心
想
ノ
水
ノ
中
ニ
現
ル
。
虚
谷
ノ
響

ノ
如
シ
。



水の中の月

一
九
一
九

４
鏡
中
ノ
像
ノ
如
シ
。
復
、
天
鼓
・
摩
尼
珠
ノ
如
シ
。
但
シ
周
ノ
歳
（
時
）
ニ
星
ト
シ
テ
現
ハ
ル
。
漢
ノ
明
帝
ノ
時
（
代
）
ニ
夢

ト
シ
テ
現
ハ
ル
。

５
（
盲
）
者
ハ
輪
王
ノ
瑶
冠
ヲ
覲
ズ
。
不
信
ノ
者
ハ
、
仏
ノ
金
軀
ヲ
覲
ズ
。
卞
和
ガ
玉
モ
、
時
ニ
値
ハ
ズ
シ
テ
ハ
、
寶
ニ
ア
ラ
ズ
。

迦
陵
ノ
法
説
モ
、

６
器
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
ハ
、
瓦
礫
ニ
同
ジ
。
凍シ
ミ
ヅ水
出
デ
シ
所
ニ
ナ
モ
、
後
モ
凍
水
ハ
出
ル
。
善
根
ノ
（
手
タ
ナ
ス
ヱ

）
ヲ
置ス

ヱ
、

７
□
□
モ
有
リ
テ
モ
、
信
心
ヲ
起
ス
。

二

１
行
目
は
「
言
辞
」
と
読
め
る
が
、
上
部
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
、「
言
辞
」
の
上
に
も
う
一
文
字
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

２
行
目
以
下
の
章
段
の
見
出
し
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
の
標
題
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

２
行
目
は
冒
頭
の
二
文
字
分
ほ
ど
が
欠
け
て
お
り
、
田
山
二
郎
氏
が
コ
ロ
タ
イ
プ
版
複
製
の
釈
文
で
行
頭
か
ら
二
文
字
分
を
空
白

と
し
て
い
た
も
の
を
、
中
田
祝
夫
氏
が
「
葵

」
と
読
ん
だ
。

「
随
日
而
転
」
の
文
字
と
、
残
存
す
る
筆
画
と
か
ら
、
残
存
す
る
筆
画
と
か
ら
、
缺
損
の
二
字
を
、「
葵

」
か
と
推
定
す
る
。

 
（
中
田
祝
夫
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
出
典
調
査
）

「
葵

」
は
ひ
ま
わ
り
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、「
葵
」
は
冬
葵
で
、「

」
は
豆
の
葉
、
上
代
に
蔬
菜
と
し
て
食
用
に
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
（
青
木
正
児
「
葵

考
」、
一
九
五
四
年
、『
青
木
正
児
全
集
』
第
八
巻
所
収
）。
太
陽
を
追
っ
て
葉
を
傾
け
る
向
日



二
〇
二
〇

性
が
あ
る
た
め
、
天
子
の
徳
が
人
民
の
尊
敬
を
集
め
る
こ
と
に
譬
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、『
萬
葉
集
』
の
吉
田
宜
の
書
簡
に
も
み

ら
れ
る
常
套
表
現
で
あ
る
。

宜
が
主
に
恋
ふ
る
誠
、
誠
は
犬
馬
に
逾
え
、
徳
を
仰
ぐ
心
、
心
は
葵

に
同
じ
。

 

（『
萬
葉
集
』
巻
第
五
、
八
六
四
番
前
の
書
簡
）

「
芭
蕉
ハ
雷
ニ
因
リ
テ
増
長
ス
」
の
出
典
は
不
明
で
あ
る
が
、「
阿
叔
迦
樹
ハ
女
人
ノ
摩
デ
触
レ
テ
華
出
ヅ
」
は
、
中
田
氏
が
前
掲

書
の
出
典
調
査
に
挙
げ
て
い
る
よ
う
に
、
釈
尊
誕
生
の
伝
説
に
よ
る
。

釈
尊
を
身
ご
も
り
、
臨
月
を
迎
え
た
摩
耶
夫
人
が
、
藍
毘
尼
園
で
阿
叔
迦
樹
（
漢
訳
語
は
無
憂
樹
）
の
花
を
右
手
を
挙
げ
て
摘
も

う
と
し
た
時
に
、
右
脇
か
ら
釈
尊
が
生
ま
れ
出
た
。
そ
の
時
、
樹
の
下
に
七
宝
蓮
華
の
花
が
生
じ
て
釈
尊
を
受
け
止
め
た
と
い
う
。

夫
人
、
彼
の
園
中
に
、
一
大
樹
の
、
名
づ
け
て
無
憂
と
曰
ふ
有
る
を
見
る
。
花
色
香
鮮
に
、
枝
葉
分
布
し
て
、
極
め
て
茂
盛
を

為
す
。
即
ち
右
手
を
挙
げ
て
、
之
を
牽
き
て
摘
ま
ん
と
欲
す
る
や
、
菩
薩
、
漸
々
に
右
脇
よ
り
出
づ
。
時
に
、
樹
下
に
、
亦
、

七
宝
の
七
茎
の
蓮
華
を
生
ず
。
大
き
さ
車
輪
の
如
し
。

 

（『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
一
）

２
行
目
の
行
末
に
も
数
文
字
分
の
欠
損
が
あ
る
が
、
築
島
裕
氏
が
『
涅
槃
経
』
の
経
文
か
ら
「
橘
得
屍
菓
則
滋
多
」
と
読
み
取
っ

た
。

第
２
行
、「（
摘
）
得
□
□
滋
」
は
、
私
は
「
橘
得
□（屍
菓
則
）

□
□
滋
□
（
多
）の
や
う
に
読
ん
で
、「
橘
ハ
屍
（
シ
ニ
カ
バ
ネ
）
ヲ
得
テ
菓
滋
ク

多
シ
」
と
試
読
し
た
。
大
般
涅
槃
経
の
「
橘
得
屍
則
滋
多
」
に
拠
っ
た
文
と
見
た
の
で
あ
る
。

 

（
築
島
裕
「〔
書
評
〕
中
田
祝
夫
著
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』」、『
国
語
学
』
第
八
十
三
集
、
一
九
七
〇
年
十
二
月
）



水の中の月

二
一
二
一

以
上
の
よ
う
に
、
２
行
目
は
、
葵

・
芭
蕉
・
阿
叔
迦
樹
・
橘
の
「
心
无
キ
草
木
」
が
、
日
や
雷
な
ど
何
ら
か
の
刺
激
を
感
受
し

て
反
応
す
る
例
の
列
挙
で
あ
る
。
３
行
目
は
、「
心
无
キ
草
木
」
で
さ
え
こ
う
な
の
だ
か
ら
、況
や
「
諸
仏
如
来
ノ
本
願
大
悲
ノ
月
ハ
、

衆
生
ノ
心
想
ノ
水
ノ
中
ニ
現
ル
」
と
述
べ
て
い
る
。

水
に
映
る
月
の
比
喩
は
、
依
他
十
喩
の
水
月
の
喩
え
と
し
て
仏
典
に
散
見
す
る
。
依
他
十
喩
と
は
、
依
他
起
生
（
因
縁
和
合
に
よ
っ

て
生
じ
、因
縁
が
な
く
な
る
と
消
滅
す
る
も
の
）
が
実
体
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
譬
え
た
も
の
で
、幻
・
陽
焔
・
夢
・
水
月
・
響
・

空
華
・
像
・
光
影
・
変
化
事
・
尋
香
城
の
十
種
（『
大
般
若
経
』
巻
第
一
）
で
あ
る
。『
大
日
経
』
で
は
「
十
縁
生
句
」
と
し
、
諸
法

の
無
自
性
（
諸
事
象
に
固
有
の
本
性
は
な
く
、縁
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
）
の
十
種
の
喩
（
幻
・
陽
炎
・
夢
・
影
・
乾
闥
婆
城
・
響
・
水
月
・

浮
泡
・
虚
空
華
・
旋
火
輪
）
と
し
て
説
い
て
い
る
。

だ
が
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
３
行
目
は
依
他
起
生
や
無
自
性
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
諸
仏
如
来
の
本
願
大
悲
」

を
月
に
譬
え
て
い
る
。
こ
の
文
は
、『
妙
法
蓮
華
経
玄
義
（
法
華
玄
義
）』
の
次
の
文
に
近
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
８
）。

水
も
上
升
せ
ず
月
も
下
降
せ
ず
し
て
、
一
月
、
一
時
に
普
く
衆
水
に
現
ず
。
諸
仏
も
来
ら
ず
、
衆
生
も
往
か
ず
。
慈
善
根
の
力
、

此
の
如
き
の
事
を
見
る
、
故
に
感
応
妙
と
名
づ
く
。

 

（『
法
華
玄
義
』
巻
第
二
上
）

水
が
天
に
上
る
の
で
も
、
月
が
降
り
て
来
る
の
で
も
な
く
し
て
、
た
だ
一
つ
の
月
が
、
地
上
に
あ
る
無
数
の
水
面
に
同
時
に
現
れ

る
。
同
じ
よ
う
に
、
諸
仏
が
こ
の
世
に
来
る
の
で
は
な
く
、
衆
生
が
仏
の
も
と
に
行
く
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
慈
善
根
の
力
に
よ
っ

て
仏
と
衆
生
の
間
に
、
天
の
月
と
水
に
映
る
月
の
関
係
の
よ
う
な
現
象
が
現
れ
る
の
で
あ
る
と
い
う
。『
法
華
玄
義
』
の
十
妙
の
第

六
「
感
応
妙
」
に
つ
い
て
説
く
文
で
あ
る
。



二
二
二
二

仏
典
語
の
「
感
応
」
と
は
、
仏
が
衆
生
の
機
に
応
じ
、
互
い
に
触
れ
る
こ
と
な
く
、
相
交
流
す
る
こ
と
を
い
う
。「
感
応
道
交
」

と
も
い
う
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
３
行
目
の
、「
諸
仏
如
来
ノ
本
願
大
悲
ノ
月
ハ
、
衆
生
ノ
心
想
ノ
水
ノ
中
ニ
現
ル
」
は
、
如
来
の

本
願
大
悲
を
月
に
喩
え
、
衆
生
の
心
を
地
上
の
水
に
喩
え
、
仏
が
衆
生
の
心
に
感
応
す
る
さ
ま
を
、
天
空
の
月
が
地
上
の
水
面
に
映

る
さ
ま
に
譬
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
感
応
」
は
広
く
用
い
ら
れ
る
仏
教
語
で
あ
る
が
、
特
に
天
台
大
師
智
顗
が
詳
説
し
た
語
で
あ
る
。『
法
華
玄
義
』
は
智
顗
の
講
説

を
弟
子
潅
頂
が
五
九
三
年
に
著
し
た
『
法
華
経
』
注
釈
書
で
、
天
台
三
大
部
の
一
つ
で
あ
る
。
内
容
は
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
経
題
の

解
釈
（
釈
名
）
を
中
心
と
し
、
経
題
の
文
字
の
中
で
も
、「
妙
」
に
つ
い
て
の
解
釈
が
も
っ
と
も
詳
細
で
あ
る
。「
妙
」
に
は
、
十
種

の
妙
（
絶
妙
不
可
思
議
）
の
義
が
含
ま
れ
る
と
し
、
そ
れ
を
迹
門
の
十
妙
と
本
門
の
十
妙
と
し
て
論
じ
て
い
る
。
迹
門
の
十
妙
の
第

六
が
「
感
応
妙
」、
本
門
の
十
妙
の
第
四
が
「
本
感
応
妙
」
で
あ
る
。

『
法
華
玄
義
』
の
ほ
か
に
も
、
天
台
三
大
部
の
一
で
あ
る
『
法
華
文
句
』
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

衆
生
に
機
な
け
れ
ば
、
近
し
と
雖
も
見
え
ず
。
慈
善
根
の
力
は
遠
く
と
も
而
も
自
ら
通
じ
、
感
応
道
交
す
、
故
に
因
縁
の
釈
を

用
ふ
る
な
り
。

 

（『
法
華
文
句
』
巻
第
一
上
）

『
法
華
玄
義
』
は
、
天
平
勝
宝
五
年
付
の
正
倉
院
文
書
に
書
名
が
見
え
、
天
平
勝
宝
年
間
以
前
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
成
立
は
九
世
紀
前
半
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
３
行
目
が
『
法
華
玄
義
』
を
踏
ま
え
た
表
現
と

考
え
て
、
年
代
的
な
齟
齬
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
天
平
勝
宝
五
年
二
月
）
七
日
廿
合
卌
張
用
卅
六
張
反
上
四
已
上
法
花
経
玄
義
一
巻
料



水の中の月

二
三
二
三

 

（「
紙
筆
墨
充
帳
」、『
大
日
本
古
文
書
』
十
一
）

法
花
紙
「
経
」玄
義
一
巻　

卅
六
紙

 

（
天
平
勝
宝
五
年
五
月
七
日
類
収
「
写
経
納
櫃
目
録
」、
同
、
十
二
）

３
行
目
が
仏
の
感
応
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
す
る
と
、
そ
の
前
の
２
〜
３
行
の
葵

や
芭
蕉
は
、
仏
の
「
感
応
」
の
さ
ま
の
喩

え
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
心
无
き
草
木
」
で
さ
え
刺
激
に
応
じ
て
反
応
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
仏
は
、
ど
ん
な
に
離
れ
た
と
こ
ろ

に
い
よ
う
と
も
、
衆
生
の
心
に
必
ず
感
応
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
４
行
目
で
は
、
感
応
の
不
可
思
議
の
例
と
し
て
さ
ら
に
、
虚
谷
の
響
・
鏡
中
の
像
・
天
鼓
・
摩
尼
珠
を
挙

げ
て
い
る
。

「
虚
谷
ノ
響
」（
響
）、「
鏡
中
ノ
像
」（
影
）
は
、
実
体
が
な
く
縁
に
よ
っ
て
現
れ
る
現
象
と
し
て
、
前
述
の
依
他
十
喩
や
十
縁
生

句
の
中
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。『
法
華
玄
義
』
で
は
、
鏡
中
の
像
に
つ
い
て
も
感
応
の
喩
え
と
し
て
説
い
て
い
る
。

明
鏡
の
表
裏
清
澈
し
て
、
一
像
千
像
す
る
所
無
く
、
功
力
を
須
ひ
ず
、
任
運
に
像
似
す
る
が
如
し
。（『
法
華
玄
義
』
第
六
上
）

天
鼓
は
、
忉
利
天
の
善
法
堂
に
あ
る
、
打
つ
も
の
な
く
し
て
鳴
る
と
い
う
太
鼓
で
、
摩
尼
珠
は
、
自
然
に
清
浄
光
明
を
出
す
と
い

う
珠
で
あ
る
。

次
に
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
４
行
目
で
は
、
仏
が
現
実
に
こ
の
世
に
姿
を
現
し
た
事
例
を
挙
げ
る
。

但
シ
周
ノ
歳
（
時
）
ニ
星
ニ
シ
テ
現
ハ
ル
。
漢
ノ
明
帝
ノ
時
（
代
）
夢
ニ
シ
テ
現
ハ
ル
。

「
但
シ
周
ノ
歳
（
時
）
ニ
」
は
、
釈
尊
の
降
誕
（
紀
元
前
五
世
紀
頃
）
が
中
国
の
周
代
で
あ
る
と
い
う
知
識
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
星
ニ
シ
テ
現
ハ
ル
」
は
、
釈
尊
が
明
星
の
現
れ
た
時
に
摩
耶
夫
人
に
託
胎
し
た
と
い
う
仏
伝
を
さ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。



二
四
二
四

大
光
明
を
放
ち
て
、
普
く
十
方
を
照
し
、
四
月
八
日
の
明
星
の
出
る
時
を
以
て
、
神
を
母
胎
に
降
す
。

 

（『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
一
）

「
漢
ノ
明
帝
ノ
時
（
代
）
ニ
夢
ニ
シ
テ
現
ハ
ル
」
は
、
漢
の
明
帝
の
夢
に
金
人
（
仏
）
が
現
れ
た
こ
と
を
仏
教
の
中
国
初
伝
と
す
る

伝
説
に
拠
っ
て
い
る
。

世
に
伝
ら
く
、
明
帝
夢
に
金
人
の
長
大
な
る
を
視
る
。
頂
に
光
明
有
り
。
以
て
群
臣
に
問
ふ
。
或
の
曰
く
、
西
方
に
神
有
り
、

名
を
仏
と
曰
ふ
。 

（『
後
漢
書
』
巻
第
七
十
八
、
西
域
伝
）

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
で
は
そ
の
後
、盲
目
の
者
に
は
、転
輪
聖
王
の
宝
冠
が
見
え
な
い
よ
う
に
、不
信
の
者
に
は
仏
は
見
え
な
い
。

時
に
合
わ
な
け
れ
ば
、
卞
和
が
山
中
で
見
つ
け
た
と
い
う
玉
の
原
石
も
宝
で
は
な
く
、
極
楽
に
住
む
と
い
う
迦
陵
頻
伽
の
美
し
い
声

も
、
聞
く
器
で
な
け
れ
ば
瓦
礫
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
と
述
べ
る
。

５
（
盲
）
者
ハ
輪
王
ノ
瑶
冠
ヲ
覲
ズ
。
不
信
ノ
者
ハ
、
仏
ノ
金
軀
ヲ
覲
ズ
。
卞
和
ガ
玉
モ
、
時
ニ
値
ハ
ズ
シ
テ
ハ
、
寶
ニ
ア
ラ
ズ
。

迦
陵
ノ
法
説
モ
、

６
器
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
ハ
、
瓦
礫
ニ
同
ジ
。
凍シ
ミ
ヅ水
出
デ
シ
所
ニ
ナ
モ
、
後
モ
凍
水
ハ
出
ル
。
善
根
ノ
（
手
タ
ナ
ス
ヱ

）
ヲ
置ス

ヱ
、

７
□
□
モ
有
リ
テ
モ
、
信
心
ヲ
起
ス
。

６
行
目
の
「
凍
水
（
清
水
）」
の
喩
え
は
、一
度
仏
に
感
応
し
た
者
に
は
、泉
に
清
水
が
い
つ
ま
で
も
尽
き
ず
溢
れ
続
け
る
よ
う
に
、

仏
の
大
悲
が
与
え
ら
得
れ
る
続
け
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
善
根
ノ
（
手
タ
ナ
ス
ヱ

）
ヲ
置ス

ヱ
、
□
□
モ
有
リ
テ
モ
」
は
、
二

文
字
ほ
ど
が
欠
け
て
い
て
文
意
が
不
明
だ
が
、
善
根
を
積
ん
だ
者
は
、
転
生
し
て
も
幾
度
で
も
「
信
心
ヲ
起
ス
」
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。



水の中の月

二
五
二
五

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
冒
頭
の
章
段
（
１
〜
７
行
）
は
、
仏
は
信
ず
る
者
に
必
ず
感
応
す
る
が
、
不
信
の
者
に
感
応
す
る
こ
と
は
な

い
の
で
、
ま
ず
は
信
心
を
起
こ
す
べ
き
で
あ
る
と
勧
め
る
内
容
で
、
仏
教
の
教
義
で
あ
る
「
感
応
」
と
「
信
心
」
に
つ
い
て
説
い
て

い
る
と
解
釈
で
き
る
。

三

水
に
映
る
月
の
喩
え
は
、『
諷
誦
文
稿
』（
56
〜
57
行
）
に
再
び
見
え
る
。
３
行
目
よ
り
も
詳
し
く
細
や
か
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

翻
刻56

虚
空
月
者
矣
十
水
中
十
箇
月
影
現
百
水
中
百
箇
月
影
現
然
ト
モ

　

虚
空
月
不
増
不
減
諸
仏

57
仏如来
法
界
之
身
一
切
衆
生
心
想
之
中
一
処而
无
不
現　

然
ト
モ

　

法
身
之
仏
不
増
不
減

読
み
下
し
文

56
虚
空
ノ
月
ハ
、
十
水
ノ
中
ニ
十
箇
ノ
月
影
ヲ
現
ハ
ス
。
百
水
ノ
中
ニ
百
箇
ノ
月
影
ヲ
現
ハ
ス
。
然
レ
ド
モ
虚
空
ノ
月
ハ
増
サ

ズ
、
減
ラ
ズ
。

57
諸
仏
如
来
ノ
法
界
ノ
仏
身
ハ
、
一
切
衆
生
ノ
心
想
ノ
中
ニ
一
処
ト
シ
テ
現
レ
ズ
ト
イ
フ
コ
ト
无
シ
。
然
レ
ド
モ
、
法
身
ノ
仏
ハ

増
サ
ズ
、
減
ラ
ズ
。

　
　

 （
虚
空
に
浮
か
ぶ
月
は
、
地
上
の
十
の
水
の
中
に
十
の
月
影
を
現
す
。
百
の
水
の
中
に
は
百
の
月
影
を
現
す
。
し
か
し
、
空
の
月
は
た

だ
一
つ
で
、
増
え
も
減
り
も
し
て
い
な
い
。「
諸
仏
如
来
ノ
法
界
ノ
仏
身
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
心
の
中
に
、
一
処
と
し
て
現
れ
な



二
六
二
六

い
と
い
う
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
、
法
身
の
仏
は
た
だ
一
つ
で
、
増
え
も
減
り
も
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。）

二
重
傍
線
部
「
諸
仏
如
来
ノ
法
界
ノ
仏
身
」
は
、「
諸
仏
之
身
」
に
「
如
来
法
界
」
が
傍
書
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
下
に
は
「
法
身
」

と
あ
る
。「
法
界
ノ
仏
身
」
と
「
法
身
」
は
同
義
で
、
絶
対
的
真
理
と
し
て
の
仏
の
こ
と
で
、
仏
の
三
身
（
法
身
・
報
身
・
化
身
）
の

一
で
あ
る
（
９
）。

56
〜
57
行
の
文
は
、『
法
華
玄
義
』
の
次
の
経
文
が
よ
く
符
合
す
る
と
思
わ
れ
る
。感
応
妙
に
つ
い
て
詳
説
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

法
身
清
浄
に
し
て
染
無
き
こ
と
虚
空
の
如
く
、
湛
然
と
し
て
一
切
に
応
ず
。
思
無
く
念
無
く
し
て
、
機
に
随
っ
て
即
ち
対
す
。

一
月
降
ら
ず
、
百
水
升
ら
ず
し
て
、
河
の
短
長
に
随
ひ
、
器
の
規
矩
に
任
せ
て
、
前
無
く
後
無
く
一
時
に
普
く
現
ず
る
が
如
し
。

此
は
是
れ
不
思
議
の
妙
応
な
り
。

 

（『
法
華
玄
義
』
巻
第
六
上
）

「
法
身
」
が
一
切
に
感
応
す
る
さ
ま
は
、
月
が
降
下
す
る
こ
と
な
く
、
地
上
の
百
の
水
が
上
昇
す
る
こ
と
も
な
い
の
に
、
河
の
短

長
や
器
の
形
に
合
わ
せ
て
、月
の
影
が
一
斉
に
映
し
だ
さ
れ
る
が
如
し
で
あ
る
と
い
う
。『
諷
誦
文
稿
』「
百
水
」（
56
行
）
と
「
法
身
」

（
57
行
）
が
合
致
し
、
文
脈
が
よ
く
似
て
い
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
56
〜
57
行
も
、『
法
華
玄
義
』
の
感
応
妙
の
経
文
を
翻
案
し

た
表
現
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
法
華
玄
義
』
は
『
法
華
文
句
』『
摩
訶
止
観
』
と
と
も
に
天
台
三
大
部
と
い
わ
れ
、
天
台
教
学
の
根
本
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
一

方
、
前
述
の
よ
う
に
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
作
者
は
、
文
章
の
内
容
や
ヲ
コ
ト
点
か
ら
、
法
相
宗
に
近
い
人
物
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。『
法
華
玄
義
』
を
出
典
と
し
て
年
代
に
問
題
は
な
い
が
、
法
相
教
学
を
学
ぶ
者
が
、
他
宗
の
教
義
書
で
あ
る
『
法
華
玄
義
』
を

読
む
機
会
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
確
認
の
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。



水の中の月

二
七
二
七

『
法
華
玄
義
』
は
、
前
述
の
よ
う
に
天
平
勝
宝
五
年
以
前
に
す
で
に
日
本
に
伝
来
さ
れ
て
い
た
が
、
天
台
三
大
部
の
日
本
初
伝
は
、

天
平
勝
宝
六
年
（
七
五
四
）
に
来
日
し
た
鑑
真
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
鑑
真
の
将
来
目
録
に

天
台
止
観
法
門　

玄
義　

文
句
各
十
巻　

四
教
義
十
二
巻　

次
第
禅
門
十
一
巻　

小
止
観
一
巻　

六
妙
門
一
巻　

行
法
華
懺
法

一
巻

 

（『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
天
宝
十
二
年
十
月
二
十
九
日
）

と
あ
る
。「
天
台
止
観
法
門
・
玄
義
・
文
句
」
が
、『
摩
訶
止
観
』『
法
華
玄
義
』『
法
華
文
句
』
の
天
台
三
大
部
で
あ
る
。『
叡
山
大

師
伝
』
に
、
こ
れ
ら
の
書
は
「
大
唐
鑑
真
和
上
所
将
来
也
」
と
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
初
め
に
天
台
教
学
普
及
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
の
は
、
奈
良
時
代
の
法
進
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
法
進
は
、
鑑

真
と
と
も
に
唐
よ
り
来
日
し
、
鑑
真
の
後
継
者
と
し
て
戒
律
の
流
布
に
つ
と
め
た
。
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
に
著
し
た
『
沙
弥

十
戒

威
儀
経
疏
（
威
儀
経
疏
）』
の
、「
座
禅
」
の
説
明
に
は
『
天
台
小
止
観
』
か
ら
大
幅
な
引
用
が
さ
れ
て
い
る
。『
威
儀
経
疏
』

は
沙
弥
の
十
戒
を
説
い
た
『
威
儀
経
』
の
注
釈
で
、「
沙
弥
用
解
説
テ
キ
ス
ト
」
と
い
わ
れ
、
八
世
紀
後
半
の
国
家
規
模
の
戒
律
の

普
及
に
し
た
が
っ
て
、
仏
教
入
門
者
に
広
く
読
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う）10
（

。

『
天
台
小
止
観
』
は
、
智
顗
の
口
述
に
よ
る
も
の
で
、『
摩
訶
止
観
』
二
十
巻
の
概
要
が
一
巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
新
羅
の
元

暁
の
『
起
信
論
疏
』
や
、
唐
の
法
蔵
の
『
大
乗
起
信
論
疏
』
な
ど
に
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
佐
伯
有
清
氏
は
、
最
澄
は
こ
う
し
た
経

疏
に
よ
っ
て
天
台
教
学
に
触
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

法
進
が
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
国
昌
寺
に
お
い
て
『
沙
弥
十
戒

威
儀
経
疏
』
を
講
じ
た
以

後
に
、
こ
の
経
疏
の
写
本
が
同
寺
に
伝
存
し
て
い
て
、
そ
れ
を
最
澄
が
披
閲
し
た
可
能
性
は
あ
る
。（
中
略
）
最
澄
は
、
国
昌



二
八
二
八

寺
で
法
進
の
『
沙
弥
十
戒

威
儀
疏
』
を
手
に
し
、
あ
る
い
は
元
暁
の
『
起
信
論
疏
』、
法
蔵
の
『
大
乗
起
信
論
疏
』
な
ど
を

披
覧
し
て
、
天
台
大
師
智
顗
の
教
説
を
知
り
、
や
が
て
天
台
法
文
の
所
在
を
知
る
人
に
出
会
っ
た
の
だ
ろ
う
。

 

（
佐
伯
有
清
『
伝
教
大
師
伝
の
研
究
』
第
四
章
、
二
一
二
頁
）

冨
樫
進
氏
は
、
青
年
期
の
最
澄
や
『
日
本
霊
異
記
』
撰
者
の
景
戒
が
、『
威
儀
経
疏
』
の
『
天
台
小
止
観
』
の
記
事
か
ら
影
響
を

受
け
た
こ
と
を
推
測
し
て
い
る
。

本
来
は
法
相
宗
徒
に
し
て
、
し
か
も
伝
灯
住
位
と
い
う
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
下
級
の
官
僧
で
あ
る
景
戒
が
、
天
台
教
学
の
い
か

な
る
点
に
関
心
を
有
し
た
の
か
と
い
う
点
は
甚
だ
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
が
、「
沙
弥
用
解
説
テ
キ
ス
ト
」
と
し
て
広
範
な
普

及
を
み
た
と
考
え
ら
れ
る
『
威
儀
経
疏
』
に
お
い
て
仏
道
成
就
を
約
束
す
る
修
法
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
『
天
台
小
止
観
』
の
記

事
が
、
最
澄
や
景
戒
を
は
じ
め
、
奈
良
時
代
末
期
〜
平
安
時
代
初
期
に
青
年
期
を
過
ご
し
た
僧
達
に
与
え
た
影
響
は
無
視
で
き

な
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

（
冨
樫
進
『
奈
良
仏
教
と
古
代
社
会
│
鑑
真
門
流
を
中
心
に
│
』
第
二
章
、
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）

景
戒
が
天
台
教
学
へ
の
関
心
を
示
し
て
い
た
こ
と
は
、『
日
本
霊
異
記
』
に
二
箇
所
、「
天
台
智
者
」
の
言
及
が
あ
る
こ
と
か
ら
知

る
こ
と
が
出
来
る
。

羊
僧
景
戒
、
学
ぶ
る
所
は
い
ま
だ
天
台
智
者
の
問
術
を
得
ず
。
悟
る
所
は
い
ま
だ
神
人
便
者
の
答
術
を
得
ず
。

 

（『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
序
）

然
う
し
て
景
戒
、
い
ま
だ
軒
轅
黄
帝
の
陰
陽
の
術
を
推
ね
ず
。
い
ま
だ
天
台
智
者
の
甚
深
の
解
を
得
ず
。

 

（
同
、
下
巻
三
十
八
縁
）



水の中の月

二
九
二
九

『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
序
は
延
暦
六
年
（
七
八
七
）
に
書
か
れ
て
お
り
、
天
台
教
学
勃
興
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
延

暦
二
十
一
年
の
高
雄
天
台
会
よ
り
も
十
五
年
前
で
あ
る
。
経
疏
類
に
引
か
れ
た
『
天
台
小
止
観
』
の
知
識
が
、
天
台
三
大
部
の
普
及

に
先
だ
っ
て
広
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

最
澄
は
、『
天
台
小
止
観
』
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
格
的
な
天
台
教
学
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
っ
た
。
佐
伯
氏
は
、
最
澄
は
、
関
係

の
深
い
僧
侶
達
が
検
校
で
あ
っ
た
近
江
国
梵
釈
寺
か
、
あ
る
い
は
東
大
寺
の
所
蔵
す
る
天
台
三
大
部
を
披
閲
・
書
写
を
し
た
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
。

梵
釈
寺
に
は
、
多
数
の
経
疏
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
最
澄
は
、『
摩
訶
止
観
』
の
第
二
本
十
巻
ば
か
り
で
は
な
く
、『
法

華
玄
義
』
や
『
法
華
文
句
』
な
ど
智
顗
の
論
著
で
梵
釈
寺
所
蔵
の
も
の
を
披
閲
し
、
書
写
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
天

長
二
年
八
月
付
の
「
参
議
伴
国
道
書
」
に
は
、「
然
則
天
台
教
者
、
我
祖
与　
二
鑑
真
和
上　
一
之
所　
二
将
来　
一
也
。
但
以　
二
物
機
未　
レ

熟
。
緘
封
無　
レ
伝　
二
於
世　
一
。
後
至　
二
延
暦
年
中　
一
。
比
叡
禅
師
。
纔
見　
三
義
超　
二
諸
宗　
一
。
而
就　
二
東
大
寺　
一
。
写　
二
玄
義
。
文
句
。

止
観
。
四
教
義
等　
一
」
と
あ
る
。
こ
の
記
述
に
し
た
が
え
ば
、
最
澄
は
『
法
華
玄
義
』『
法
華
文
句
』
な
ど
東
大
寺
に
所
蔵
さ

れ
て
い
た
も
の
を
書
写
し
た
の
で
あ
る
。

 

（
佐
伯
有
清
『
伝
教
大
師
伝
の
研
究
』
第
四
章
、
二
一
四
頁
）

延
暦
十
七
年
（
七
九
八
）
十
一
月
、
最
澄
に
よ
っ
て
法
華
十
講
が
創
始
さ
れ
た
。
従
来
の
法
華
八
講
で
は
『
法
華
経
』
八
巻
を
講

じ
て
い
た
が
、
法
華
十
講
で
は
、、
天
台
教
学
で
法
華
三
大
部
と
す
る
『
無
量
義
経
』
一
巻
、『
法
華
経
』
八
巻
、『
観
普
賢
経
』
一

巻
の
合
わ
せ
て
十
巻
を
講
じ
た
。
十
一
月
二
十
四
日
の
天
台
智
顗
の
忌
日
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
延
暦
寺
で
は
後
に
年
中

行
事
の
霜
月
会
に
な
っ
た）11
（

。
延
暦
二
十
年
（
八
〇
一
）
の
法
華
十
講
で
は
、
南
都
七
大
寺
の
十
人
の
高
僧
が
招
か
れ
た
。
そ
の
中
に



三
〇
三
〇

は
元
興
寺
法
相
宗
の
奉
基
と
賢
玉
の
名
も
見
え
る）12
（

。

翌
年
の
延
暦
二
十
一
年
一
月
十
九
日
、
高
雄
天
台
会
が
開
講
さ
れ
た
。
天
台
三
大
部
『
法
華
玄
義
』
二
十
巻
、『
法
華
文
句
』
二

十
巻
、『
摩
訶
止
観
』
十
巻
が
講
じ
ら
れ
た
と
い
う
。「
日
本
、
天
台
の
会
を
開
く
。
乃
ち
こ
れ
を
始
め
と
な
す
」（
凝
念
『
三
国
仏
法

伝
通
縁
起
』）
と
評
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
は
法
華
十
講
の
十
人
に
四
人
を
加
え
た
十
四
人
が
招
か
れ
、
興
福
寺
法
相
宗
の
修
円
や

観
世
音
寺
法
相
宗
の
道
証
が
含
ま
れ
て
い
る
。

法
華
十
講
と
高
雄
天
台
会
は
、
三
ヶ
月
ほ
ど
の
間
に
続
け
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。
第
一
級
の
高
僧
を
招
い
て
催
さ
れ
た
両
講
の
話

題
は
、南
都
仏
教
界
の
耳
目
を
集
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。天
台
三
大
部
が
南
都
六
宗
の
学
僧
の
間
で
本
格
的
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
こ
の
時
期
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

高
雄
天
台
会
に
招
か
れ
た
講
師
達
の
謝
表
に
、
次
の
よ
う
な
讃
辞
が
あ
っ
た
。

竊
に
天
台
の
玄
疏
を
見
る
に
、
釈
迦
一
代
の
教
を
総
括
し
て
、
悉
く
そ
の
趣
を
顕
す
に
、
所
と
し
て
通
ぜ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。

独
り
諸
宗
に
逾
え
て
、
殊
に
一
道
を
示
す
。
そ
の
中
に
説
く
と
こ
ろ
の
甚
深
の
妙
理
は
、
七
箇
の
大
寺
、
六
宗
の
学
生
、
昔
よ

り
い
ま
だ
聞
か
ざ
る
と
こ
ろ
、
か
つ
て
い
ま
だ
見
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
三
論
、
法
相
の
久
年
の
諍
い
も
、
渙
焉
と
し
て
氷
の
ご

と
く
に
釈と

け
、
照
然
と
し
て
す
で
に
あ
き
ら
か
な
り
。（『
叡
山
大
師
伝
』）

「
三
論
、
法
相
の
久
年
の
諍
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
両
宗
は
激
し
い
論
争
を
続
け
て
い
た
。
し
か
し
、「
天
台
の
玄
疏
」
が
顕
す

「
甚
深
の
妙
理
」
は
諸
宗
に
逾
え
る
も
の
で
、「
三
論
、
法
相
の
久
年
の
諍
い
も
、
渙
焉
と
し
て
氷
の
ご
と
く
に
釈と

け
」
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
。
天
台
教
学
が
一
宗
に
偏
る
理
論
で
は
な
く
、大
乗
仏
教
の
根
本
経
典
『
法
華
経
』
に
も
と
づ
く
最
先
端
の
教
学
と
し
て
、

諸
宗
に
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。



水の中の月

三
一
三
一

最
澄
は
、
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）
に
入
唐
、
翌
年
帰
朝
し
て
、
日
本
に
正
統
な
天
台
の
法
脈
を
伝
え
た
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』

の
成
立
は
天
長
〜
承
和
年
間
頃
と
推
測
さ
れ
る
。
弘
仁
十
三
年
（
八
二
二
）
の
最
澄
の
没
後
に
比
叡
山
に
大
乗
戒
檀
が
設
立
さ
れ
、

天
台
宗
が
興
隆
を
迎
え
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
時
勢
に
乗
っ
て
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
作
者
が
『
法
華
玄
義
』
を
閲
読
し
た
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、
南
都
六
宗
に
お
け
る
天
台
三
大
部
の
受
容
は
延
暦
年
間
よ
り
始
ま
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
た
め
、『
法
華
玄
義
』

の
受
容
を
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
執
筆
時
期
よ
り
大
分
遡
っ
て
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
法
相
宗
に
近
い
と
さ
れ
る
『
東
大

寺
諷
誦
文
稿
』
の
作
者
が
、『
法
華
玄
義
』
を
読
む
機
会
は
十
分
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
２
行
と
56
〜
57

行
の
水
月
の
比
喩
が
、『
法
華
玄
義
』
を
典
拠
と
す
る
と
考
え
て
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

冒
頭
の
章
段
の
ほ
か
に
も
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
201
〜
206
行
の
章
段
に
、
天
台
三
大
部
に
共
通
す
る
表
現
が
み
ら
れ
る
。
読

み
下
し
文
を
挙
げ
る）13
（

。

201
菩
薩
ニ
約
キ
テ
ハ
頓
悟
ノ
菩
薩
、
漸
悟
ノ
菩
薩
有
リ
。
羅
漢
ニ
約
キ
テ
ハ
利
根
ノ
羅
漢
、
鈍
根
ノ
羅
漢
有
リ
。（
29
）
花
ニ
約

キ
テ
ハ
、
先ワ
セ

ニ
披サ

ク
花
、

202
中ナ
カ
テニ
披
ク
花
、
後オ
ク
テニ
披
ク
花
有
リ
。
物
ニ
約
キ
テ
ハ
、
疾ト

ク
就ス

ル
モ
ノ
、
遅オ
ソ

ク
就
ル
モ
ノ
有
リ
。（
29
）
人
ニ
約
キ
テ
ハ
、
上
根
、

中
根
、
下
根
有
リ
。
多

203
聞
、
多
見
、
多
知
ア
リ
。
小
聞
、
小
見
、
小
知
有
リ
。
其
ノ
下
根
ハ
、
何
ゾ
仏
ノ
教
ヲ
知
ル
可
キ
。
仏
ノ
教
ニ
約
キ
テ
ハ
、
廣

教
、
略
教
有
リ
。
上
根
ノ
為
ニ
ハ
広
教
ヲ
説
キ
、

204
下
根
ノ
為
ニ
略
教
ヲ
説
ク
。
其
ノ
略
教
ト
イ
フ
ハ
、
聖
教
ニ
云
ク
、
諸
悪
莫
作
、
諸
善
奉
行
云
。
此
ヲ
能
ク
持
チ
給
ハ
ム
云
々
。

205
（
中
略
）
一
目
ノ



三
二
三
二

206
羅
ハ
鳥
ヲ
得
ル
ニ
能
ハ
ズ
。
鳥
ヲ
得
ル
羅
ハ
唯
是
レ
一
目
ナ
リ
。
聖
教
ニ
万
差
ア
レ
ド
モ
、証
ズ
ル
所
ノ
理
ハ
一
ナ
リ
。
修
行
、

多
聞
、
得
ル
果
ハ
二
无
シ
。（
30
）
己
所
不
欲
云
々
。

菩
薩
や
羅
漢
、
花
に
も
諸
種
あ
る
よ
う
に
、
人
に
も
上
根
・
中
根
・
下
根
が
あ
る
。
仏
は
上
根
の
た
め
に
広
教
を
説
き
、
下
根
の

た
め
に
略
教
を
と
い
た
と
い
う
。
こ
の
章
段
は
、
仏
は
相
手
の
機
に
合
わ
せ
て
法
を
説
く
と
い
う
「
対
機
説
法
」
の
教
義
を
述
べ
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

傍
線
部
「
諸
悪
莫
作
、
諸
善
奉
行
」
は
、
悪
を
止
め
善
を
行
う
と
い
う
仏
教
の
基
本
的
な
行
動
規
範
を
説
く
、
い
わ
ゆ
る
七
仏
通

戒
偈
で
あ
る
。
上
根
中
根
下
根
に
つ
い
て
、
法
相
教
義
書
の
『
大
乗
法
苑
義
林
』
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

三
に
彼
の
論
に
又
説
く
、
上
根
の
人
は
仏
菩
提
を
取
る
が
為
に
、
仏
宝
を
説
く
。
中
根
の
人
は
自
然
智
を
求
め
、
因
縁
の
法
に

達
す
る
が
為
に
、
法
宝
を
説
く
。
下
根
の
人
は
師
に
依
て
法
を
受
け
、
理
・
時
違
せ
ざ
る
が
為
に
、
僧
宝
を
説
く
と
。

 

（『
大
乗
法
苑
義
林
』
巻
第
六
之
本
、
三
宝
義
林
）

上
根
・
中
根
・
下
根
を
、
仏
菩
薩
・
縁
覚
・
声
聞
の
三
乗
と
し
て
仏
法
僧
の
三
宝
を
割
り
当
て
て
い
て
、
七
仏
通
戒
偈
に
つ
い
て

は
言
及
が
な
い
。
七
仏
通
戒
偈
が
下
根
の
略
教
で
あ
る
と
い
う
文
脈
は
、『
法
華
文
句
』
に
「
人
天
の
機
」
の
た
め
の
も
の
と
あ
る

の
が
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
文
脈
に
近
い
か
と
思
わ
れ
る
。

音
と
は
機
な
り
。
機
に
亦
多
種
あ
り
、
人
天
の
機
、
二
乗
の
機
、
菩
薩
の
機
、
仏
の
機
な
り
。
人
天
の
機
と
は
諸
悪
莫
作
諸
善

奉
行
な
り
。

 

（『
法
華
文
句
』
巻
第
十
下
）

ま
た
、
205
〜
206
行
の
傍
線
部
、



水の中の月

三
三
三
三

一
目
ノ
羅
ハ
鳥
ヲ
得
ル
ニ
能
ハ
ズ
。
鳥
ヲ
得
ル
羅
ハ
唯
是
レ
一
目
ナ
リ
。

は
広
く
知
ら
れ
る
比
喩
で
、『
往
生
要
集
』
や
『
注
好
撰
』
な
ど
に
も
み
ら
れ
る）14
（

。

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
述
べ
る
と
こ
ろ
は
、
仏
は
、
上
根
中
根
下
根
の
そ
れ
ぞ
れ
の
機
に
合
わ
せ
て
聖
教
を
説
き
、
千
差
万
別

が
あ
る
が
、
網
の
目
の
中
の
た
だ
一
目
が
鳥
を
獲
ら
え
る
よ
う
に
、
仏
が
証
す
究
極
の
理
は
た
だ
一
つ
で
あ
り
、
修
行
や
学
問
の
末

に
た
ど
り
着
く
と
こ
ろ
は
た
だ
一
つ
の
果
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
一
目
の
網
」
の
出
典
と
し
て
は
『
淮
南
子
』
説
山
訓
と
説
林
訓
が
知
ら
れ
て
い
る
が）15
（

、
次
に
挙
げ
る
よ
う
に
、
天
台
三
大
部
の

『
摩
訶
止
観
』
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
法
の
網
」
を
、
鳥
を
捕
獲
す
る
た
め
の
「
羅
」
に
譬
え
て
い
る
。『
淮
南
子
』
よ
り
も
よ

く
似
て
お
り
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
205
〜
206
行
は
『
摩
訶
止
観
』
か
ら
借
り
た
表
現
と
考
え
て
も
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
目
の
羅
は
鳥
を
得
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
、
鳥
を
得
る
は
一
目
の
羅
な
る
の
み
。
衆
生
の
心
行
は
お
の
お
の
不
同
な
り
、
あ
る

い
は
多
人
が
同
一
の
心
行
な
る
あ
り
、
あ
る
い
は
一
人
が
多
種
の
心
行
な
る
あ
り
、
一
人
の
た
め
に
す
る
ご
と
く
、
衆
多
も
ま

た
し
か
り
、
多
人
の
た
め
に
す
る
ご
と
く
、
一
人
も
ま
た
し
か
る
な
り
。
す
べ
か
ら
く
広
く
法
の
網
の
目
を
施
し
て
、
心
行
の

鳥
を
捕
う
べ
き
の
み
。

 

（『
摩
訶
止
観
』
巻
第
五
上
）

最
澄
も
、
延
暦
二
十
五
年
の
上
表
文
に
次
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
。

沙
門
最
澄
言
ふ
。
最
澄
聞
く
、
一
目
の
羅
は
、
鳥
を
得
る
こ
と
能
は
ず
。
一
両
の
宗
、
何
ぞ
普
ね
く
汲
む
に
足
ら
ん
。
徒
に
諸

宗
の
名
の
み
有
り
て
、
忽
ち
業
を
伝
ふ
る
の
人
を
絶
す
。

 

（「
請
続
将
絶
諸
宗
更
加
法
華
宗
表
一
首
」、『
天
台
法
華
宗
年
分
縁
起
』、『
叡
山
大
師
伝
』、『
顕
戒
論
縁
起
』
所
収
）



三
四
三
四

鳥
は
た
だ
一
目
の
網
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
の
で
、
多
く
の
網
の
目
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
仏
法
の
業
を
伝
え
て
い
く
た
め
に

は
、
現
在
の
諸
宗
（
六
宗
）
に
さ
ら
に
天
台
法
華
宗
を
加
え
て
、
網
目
を
増
や
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
最
澄
の
上
表
文

の
「
一
目
の
羅
」
の
比
喩
は
、『
摩
訶
止
観
』
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
で
あ
ろ
う
。

四

空
海
の
詩
の
中
に
も
、『
法
華
玄
義
』
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
水
月
の
比
喩
が
見
出
さ
れ
る
。『
大
日
経
』
の
十
縁
生
句
を
詠
じ
た
「
十

喩
を
詠
ず
る
詩
」
の
中
の
、「
水
月
の
喩
を
詠
ず
」
で
あ
る
。

水
月
の
喩
を
詠
ず

　

桂
影
団
団
と
寥
廓
に
飛
ぶ

　

千
河
万
器
各
暉ひ

か
りを

分
つ

　

法
身
寂
寂
と
し
て
大
空
に
住
す

　

諸
趣
の
衆
生
互
に
入
帰
す

　

水
中
の
円
鏡
は
是
れ
偽
れ
る
物

　

身
上
の
我
吾
も
亦
復
非
な
り

　

如
如
不
動
に
し
て
人
の
為
に
説
き

　

兼
て
如
来
大
悲
の
衣
を
著
よ



水の中の月

三
五
三
五

 

（
空
海
「
十
喩
を
詠
ず
る
詩
」、『
性
霊
集
』
巻
第
十
）

『
大
日
経
』
の
十
縁
生
句
の
水
月
の
喩
の
部
分
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

亦
次
に
秘
密
主
、
月
の
出
づ
る
に
因
る
が
故
に
、
浄
水
を
照
ら
し
て
月
の
影
像
を
現
ず
る
が
如
く
、
是
く
の
如
く
真
言
の
水
月

の
喩
え
を
も
っ
て
、
彼
の
持
明
者
は
当
に
是
く
の
如
く
説
く
べ
し
。

 

（『
大

盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
（
大
日
経
）』
巻
第
一
）

空
海
の
詩
の
傍
線
部
「
千
河
万
器
各
暉
を
分
つ　

法
身
寂
寂
と
し
て
大
空
に
住
す
」
は
、『
大
日
経
』
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
表

現
で
あ
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
56
〜
57
行
と
同
じ
よ
う
に
、『
法
華
玄
義
』（
巻
第
六
上
）
前
掲
部
分
に
拠
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

法
身
清
浄
に
し
て
染
無
き
こ
と
虚
空
の
如
く
、
湛
然
と
し
て
一
切
に
応
ず
。
思
無
く
念
無
く
し
て
、
機
に
随
っ
て
即
ち
対
す
。

一
月
降
ら
ず
、
百
水
升
ら
ず
し
て
、
河
の
短
長
に
随
ひ
、
器
の
規
矩
に
任
せ
て
、
前
無
く
後
無
く
一
時
に
普
く
現
ず
る
が
如
し
。

此
は
是
れ
不
思
議
の
妙
応
な
り
。

 

（『
法
華
玄
義
』
巻
第
六
上
）

こ
の
詩
は
、
空
海
に
お
け
る
天
台
教
学
の
受
容
の
反
映
と
考
え
ら
れ
、
平
安
期
初
頭
の
天
台
三
大
部
の
普
及
状
況
を
推
し
量
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、『
本
朝
文
粋
』
の
江
以
言
の
呪
願
文
に
は
「
感
応
道
交
」
の
語
が
見
え
、
平
安
期
の
詩
文
に
お
け
る
天
台
三

大
部
の
受
容
の
一
例
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

水
昇
り
上
ら
ず
、
月
下
り
降
ら
ず
。
一
月
高
く
晴
れ
て
、
衆
水
同
じ
く
泛
ぶ
。
水
月
程
隔
て
て
、
昇
降
す
る
こ
と
な
し
と
い
へ

ど
も
、
感
応
道
交
す
れ
ば
、
自
ら
念
願
通
ず
。

 

（
江
以
言
「
浄
妙
寺
の
塔
供
養
の
呪
願
文
」、『
本
朝
文
粋
』
巻
第
十
三
）



三
六
三
六

奈
良
時
代
末
期
か
ら
平
安
時
代
初
頭
に
か
け
て
は
、
南
都
六
宗
が
「
ま
さ
に
絶
え
ん
と
す
る
」（
最
澄
延
暦
二
十
五
年
上
表
文
）
状

況
で
あ
っ
た
と
い
う
。
六
宗
の
中
で
は
も
っ
と
も
優
勢
だ
っ
た
法
相
宗
に
お
い
て
も
、
南
都
仏
教
界
の
活
性
剤
と
な
る
新
し
い
教
学

を
求
め
る
気
運
が
高
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
に
お
い
て
天
台
教
学
を
迎
え
る
機
が
熟
し
た
上
で
の
、
天
台
宗
開

宗
で
あ
っ
た
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
文
章
に
は
、
新
訳
経
典
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』（
八
一
一
年
漢
訳
）
の
翻
案
も
み
ら
れ）16
（

、

作
者
の
新
し
い
教
学
に
対
す
る
積
極
性
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
が
、
新
時
代
到
来
の
空
気
の
中
で
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

注（
１
） 　

成
立
時
期
に
つ
い
て
、
山
田
孝
雄
は
、
仮
名
字
体
の
面
か
ら
仁
明
・
文
徳
朝
（
八
三
三
〜
八
五
八
）
の
も
の
と
推
定
し
た
（
昭
和
十

四
年
複
製
本
解
題
）。
ま
た
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
文
章
に
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
の
翻
案
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
成
立
の
上

限
は
『
心
地
観
経
』
が
漢
訳
さ
れ
る
弘
仁
二
年
（
八
一
一
）
以
後
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
『
心
地
観
経
』
が
伝
来
し
た
と
思
わ
れ
る
天
長

二
年
（
八
二
五
）
の
直
後
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
（
拙
稿
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
」、『
国
語
国
文
』
第
六
十
巻
第

九
号
、
一
九
九
一
年
九
月
参
照
）。
お
そ
ら
く
、
天
長
〜
承
和
年
間
（
八
二
四
〜
八
四
七
）
頃
で
あ
ろ
う
。

（
２
） 　

藤
本
誠
氏
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
は
執
筆
当
初
、父
母
追
善
の
法
華
八
講
の
た
め
の
手
控
え
で
あ
っ
た
と
推
論
し
て
い
る
（「『
東

大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
成
立
過
程
│
前
半
部
を
中
心
と
し
て
│
」、『
水
門
│
言
葉
と
歴
史
│
23
』、
二
〇
一
一
年
四
月
）。

（
３
） 　

中
田
祝
夫
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
第
一
章
五
節
（
風
間
書
房
、一
九
六
九
年
、改
訂
版
一
九
七
九
年
）、拙
稿
「『
東

大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
浄
土
」（『
成
城
文
芸
』
二
一
九
号
、
二
〇
一
二
年
六
月
）
参
照
。
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七
三
七

（
４
） 　

田
山
信
郎
「
東
大
寺
諷
誦
文
釈
文
」（『
華
厳
文
義
要
決
東
大
寺
諷
誦
文
』
複
製
本
解
説
所
収
、
一
九
三
九
年
）。

（
５
） 　

注
（
３
）
中
田
祝
夫
前
掲
書
参
照
。

（
６
） 　

築
島
裕
「〔
書
評
〕
中
田
祝
夫
著
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』」（『
国
語
学
』
第
八
十
三
集
、
一
九
七
〇
年
十
二
月
）、

同
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
。

（
７
） 　

以
下
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
翻
刻
と
読
み
下
し
文
は
、
築
島
裕
編
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
の
「
本
文
翻
刻
」
と
「
読
下

し
文
」
に
よ
る
が
、
適
宜
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

（
８
） 　
『
華
厳
経
』
に
も
、「
譬
如
盛
満
月　

映
蔽
諸
星
宿　

示
現
一
切
衆　

有
増
或
有
減　

一
切
澄
浄
水　

月
影
無
不
現　

世
間
群
生

類　

皆
悉
対
目
見
」（
六
十
巻
本
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
三
十
四
）
と
、
類
似
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。

（
９
） 　

仏
の
三
身
と
は
、
初
期
大
乗
経
典
に
み
ら
れ
る
仏
の
二
身
（
法
性
そ
の
も
の
を
仏
と
す
る
「
法
身
」
と
、
釈
尊
の
よ
う
に
人
格
と
し

て
現
れ
る
仏
「
色
身
」）
に
、後
世
、「
報
身
」（
菩
薩
の
願
行
が
報
い
て
成
っ
た
仏
身
）
と
い
う
第
三
の
概
念
が
加
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

三
身
説
は
諸
経
論
に
説
か
れ
て
お
り
、
訳
出
に
よ
っ
て
名
称
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
成
唯
識
論
』
に
は
、
次
の
三
身
が

説
か
れ
て
い
る
。「
自
性
身
（
永
遠
不
変
の
絶
対
的
真
理
そ
の
も
の
で
あ
る
仏
身
。
法
身
、
法
界
身
と
も
）」、「
受
用
身
（
菩
薩
の
因
行

に
よ
っ
て
報
わ
れ
、
完
全
な
功
徳
を
備
え
た
仏
身
。
報
身
、
応
身
と
も
）」、「
変
化
身
（
こ
の
世
に
人
格
と
し
て
現
れ
る
仏
身
。
色
身
。

応
身
。
化
身
）」。「
受
用
身
」
を
「
自
受
容
身
」
と
「
他
受
容
身
」
の
二
つ
に
分
け
て
、「
四
身
」
と
い
う
場
合
も
あ
る
。

（
10
） 　

山
口
敦
史
「
日
本
霊
異
記
に
お
け
る
「
天
台
智
者
」
と
末
法
思
想
」（『
人
文
科
学
』
三
、
一
九
九
八
年
）、
冨
樫
進
『
奈
良
仏
教
と

古
代
社
会
│
鑑
真
門
流
を
中
心
に
│
』、
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。

（
11
） 　
「
伝
教
大
師
フ
カ
ク
大
師
ノ
恩
ヲ
思
テ
、
延
暦
七
年
ノ
十
一
月
ニ
、
ハ
ジ
メ
テ
七
大
寺
名
僧
十
人
ヲ
請
ジ
テ
、
ヒ
エ
ノ
山
ノ
セ
バ
キ

室
ニ
シ
テ
ハ
ジ
メ
テ
十
講
ヲ
行
ヘ
リ
」（『
三
宝
絵
』
下
巻
「
比
叡
霜
月
会
」、『
新
古
典
大
系
31
三
宝
絵
注
好
撰
』
脚
注
「
底
本
の
「
七



三
八
三
八

年
」
は
「
十
七
年
」
の
誤
か
」）。

（
12
） 　

佐
伯
有
清
『
叡
山
大
師
伝
の
研
究
』
第
四
章
、
二
三
四
頁
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
）
参
照
。

（
13
） 　

以
下
の
読
み
下
し
文
の
（　

）
内
の
番
号
は
、
原
文
に
引
か
れ
た
連
絡
線
番
号
で
あ
る
。
原
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

201
約
菩
薩
有
頓
悟
菩
薩　

漸
悟
菩
薩　

約
羅
漢
有
利
根
羅
漢
鈍
根
羅
漢
（
29
）
約
花
有
先
ワ
セ
ニ

　
　

披
サ
ク

　

花

　

202
中
ナ
カ
テ
ニ

　
　
　

披
花　

後
オ
ク
テ
ニ

　
　
　

披
花　

約
物有
疾
ト
ク

　

就
ス
ル

　

遅
オ
ソ

　

就
（
29
）
約
人　

有
上
根　

中
根　

下
根　

有
多

　

203
聞
多
見
多
知　

有
小
聞
小
見
小
知
其
下
根

　

何
可
知
仏
教　

約
仏
教
有
広
教
略
教　

為
上
根
説
広
教

　

204 
為
下
根
説
略
教　

其
略
教
者　

聖
教
云　

諸
悪
莫
作　

諸
善
奉
行
云
此
ヲ
能
持
給
ハ
ム
云
々

　
　
　

　

孔
子
良美
玉
云

　

（
30
）
有
所
云　

提
波
達
多
日
誦

　

205
千
偈
堕
无
間
獄
ニ　

須
利
波
特
日
誦
四
字
得
羅
漢
果　

故
略
教
ト
云
テ

　
　

不
可
モ
軽　

聖
徳
王頌
云　

一
目

　

206
之
羅
不
能得
鳥　

得
鳥
之
羅　

唯
是
一
目　

聖
教
万
差　

所
証
理
一　

修
行
多
聞　

得
果
无
二
（
30
）
己
所
不
欲
云
々

（
14
） 　
「
大
文
第
五
に
、
助
念
の
方
法
と
は
、
一
目
の
網
は
鳥
を
得
る
こ
と
あ
た
は
ざ
れ
ば
、
万
術
も
て
観
念
を
助
け
て
、
往
生
の
大
事
を

成
ず
る
な
り
」（『
往
生
要
集
』
巻
中
）。『
注
好
選
』
に
は
「
飛
鳥
は
網
の
一
目
に
係
る
第
二
十
六
」（
巻
下
）
の
説
話
が
あ
る
。

（
15
） 　
「
鳥
の
将
に
来
た
ら
ん
と
す
る
あ
れ
ば
、
羅
を
張
り
て
之
を
待
つ
も
、
鳥
を
得
る
者
は
羅
の
一
目
な
り
。
今
、
一
目
の
羅
を
為
れ
ば
、

則
ち
時
と
し
て
鳥
を
得
る
こ
と
無
か
ら
ん
。」（『
淮
南
子
』
巻
第
十
六
、
説
山
訓
）。「
一
目
の
羅
は
、
以
て
鳥
を
得
可
ら
ず
。
餌
無
き

の
釣
は
、
以
て
魚
を
得
可
ら
ず
」（
同
、
巻
第
十
七
、
説
林
訓
）。

（
16
） 　
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
211
〜
228
行
（
標
題
「
誓
詞
通
用
」）
は
、『
心
地
観
経
』
の
翻
案
と
考
え
ら
れ
る
（
注
（
１
）
拙
稿
参
照
）。

　

こ
の
論
文
は
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
提
出
博
士
論
文
「
平
安
初
期
仏
教
と
文
学
の
研
究
│
『
日
本
霊
異
記
』
と
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
│
」

の
一
部
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
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